
 
 
  

 
 
 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

   

※本講座を受講・修了された方は引き続き「CAPスペシャリスト養成講座」を受講することができます。 

※受講希望の方は、CAPセンター・JAPANのホームページ「子どもへの暴力防止のための基礎講座」ペー

ジより受講申込書をダウンロードすることができます。 (ダウンロードが難しい方は電話・FAXでご請

求ください) 申込書に必要事項をご記入の上お申し込みください。 

※時間・会場などの詳細はお申込受付後に郵送される受講確定書でご確認ください。 

※本事業は新型コロナウイルス感染症感染防止に十分な対策を立てて感染防止に努めます。 

 ご参加の皆さまにも感染防止にご協力いただき、安心・安全な学び合いの場にいたしましょう！ 
 
 
 

 

  

2022年 

10月 15日（土）・16日（日）・23日（日） 
 

子どもたちが子ども時代だけでなく、将来にわたって安心して、自信を持って 

自由な気持ちで人と豊かな時間を過ごせるように。 

“今”できることを一緒に考えていきましょう！ 

 

場   所  1・2日目 オンライン講座︓ZOOM ミーテングルーム 
３日目 対面講座︓入谷ホール【加瀬会議室】（東京都台東区入谷１－２７－４プラーズ入谷３階） 

時   間  9︓30～17︓30 
講   師  NPO法人 CAP センター・JAPAN CAP トレーナー 
定   員  25名 
受講費用  30,580円税込み ［内訳］受講料 28,600円（消費税込）資料代 1,980円（消費税込） 

30 歳未満の大学生・大学院生・専門学校生は 3 日間を 8,400 円（資料代を含む）で
ご参加いただけます︕ 

主   催  NPO法人 CAP センター・JAPAN 
 

 

ホームページ 

QR コード 



 
 

 

【講義 1】知っておくべき子どもへの暴力に関する基礎知識を学ぶ 

―暴力とは何か 

【講義 2】子どもの視点に立つとは  
（１）子どものおかれている社会構造 

（２）しつけと体罰  （４）子どもとドメスティック・バイオレンス 

（３）子ども虐待   （５）子どもへの性暴力 
 
 

 

 

 
 

【講義 2】子どもの視点に立つとは  
（６）いじめ  
【講義 3】防止教育の思想と理念を学ぶ  
（１）なぜ子どもは暴力にあいやすいのか  （４）アタッチメント 

（２）CAP のアプローチ          （５）子どもの権利 

（３）エンパワメント                      （６）当事者の視点から歴史を振り返る  
【講義 4】子どもの権利擁護のための法律・制度・関わる分野 

 
 

 

 

 
 

【講義 5】ビデオで学ぶ虐待を受けた子どもの心理  
【講義 6】子どもへの暴力防止へのおとなの果たす役割  
【講義 7】CAP 子どもワークショップ模擬体験  
【講義 8】子どもへの暴力防止におとなが果たす役割を考える 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CAP スペシャリスト（CAPプログラム実践者）になって活動したい︕ 
基礎講座受講終了後、CAP スペシャリスト養成講座にご参加ください︕ 
東京都では 2022年 12月 2日（金）・3日（土）・4日（日）に開催 

 
 
 
 

 

 
 

お申込み・お問い合わせ 
特定非営利活動法人 CAP センター・JAPAN      E-mail info@cap-j.net 

FAX 06－6648－1121  〒545-0051 大阪府大阪市阿倍野区旭町 2丁目 1-1-104 

CAP（キャップ）とは、 

Child Assault Prevention（子どもへの暴力防止）の頭文字をとってそう呼んでいる予防教育。

子どもがいじめ・虐待・体罰・誘拐・痴漢・性暴力など様々な暴力から自分の心とからだを守るた

めの知識とスキルを提供するおとな、そして子どもたちへの暴力防止プログラムです。北海道から

沖縄まで CAPプログラムを実践するグループの数は約 140あり、子どもへの暴力防止という社会

的課題解決に向けて、地域で活動しています。日本での 20年以上にわたる活動の中で蓄積してき

たものを皆さんに還元するのが本講座です。 

子どもへの暴力防止のための

基礎講座（3 日間 24 時間） 

CAP スペシャリスト 

養成講座 

（3 日間 24 時間） 

グループに所属して
CAP プログラムを 

提供！ 

暴力とは何かを共通認識にし、予防的観点を

持って子どもへの暴力防止に取り組むために、

社会構造や暴力に共通する構造や被害を受け

た子どもの心理、さらにそれぞれの暴力につい

て深めていきます。 

子どもへの暴力防止の鍵を握る

“子どもの権利”について学びを深

め、子どもの力を信じて子どもが力

を発揮できるようにアプローチする

おとなのあり方について学びます。 

2 日間で学んだことを

振り返りながら、具体

的に“おとなができる

こと”を考えます。 


